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独立行政法人  国立女性教育会館行政法人 国立女性教育会館

理　事　山根　徹夫

　このたび、平成23年11月15日付けで、理事に

就任しました山根徹夫です。

　私は昭和54年に当時の文部省に入省して以

来、大学等の高等教育、私立学校、初等中等教

育、さらには文化、スポーツなど様々な分野の

行政の仕事を担当してきました。また、千葉大

学、国立教育政策研究所、独立行政法人メディ

ア教育開発センター、そして前職の明治大学と、

それぞれ設置形態の異なる組織の運営にも携

わってきました。しかしながら、男女共同参画

に関わる仕事を直接担当したことはなく、この

たび初めて携わることになりました。国立女性

教育会館に来たのも入省３年目の昭和56年に、

当時所属していた課が会館を借りて実施する研

修のお手伝いに訪れて以来、実に約30年ぶりに

会館の門をくぐりました。そういうわけで、関

係の皆様には何かとご迷惑をおかけするかもし

れませんが、一生懸命勤めていく所存ですので、

ご指導、ご鞭撻のほどお願い申しあげます。

　さて、既に皆様ご承知のとおり、国の行財政

改革の動きの中で国立女性教育会館は大変厳し

い状況に置かれています。会館はこれまでも、

女性教育に関する我が国唯一のナショナルセン

ターとして、女性教育指導者等に対する研修、

女性教育に関する専門的な調査研究、情報収

集・提供などを行い、女性教育の振興、さらに

は男女共同参画社会の実現に向けて大きな役割

を果たしてきました。本年度からは第３期の中

期目標・中期計画期間に入り、より一層深化し

た事業の実施に取り組んでいます。今後とも、

必要な見直しを行いながら、会館の機能の更な

る充実を図ってまいりたいと考えておりますの

で、関係の皆様のご支援、ご協力のほどよろし

くお願いいたします。

プロフィール
1979 年東北大学法学部卒業、同年文部省
入省。文部科学省高等教育局私学部私学行
政課長、同私学助成課長、国立大学法人千
葉大学理事、明治大学理事長付大学経営特
任補佐兼副学長等歴任。
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NWEC男女共同参画プログラム（第３回）
「ダンスでアクティブ・エイジング―明日から実践できる方法」

交流学習会議

　平成23年度第３回目のプログラムは、日本女
子体育大学との連携により、「ダンスを通じた
アクティブ・エイジング」をテーマに行います。
アクティブ・エイジングとは、「生活能力（自立）
や自分で決める能力（自律）を維持し続け、アク
ティブに社会とつながりながら年を重ねてい
く」という高齢期についての考え方で、近年注
目を集めています。
　日常の動作にダンスの動きを取り入れること
により、美しくしなやかな動きが身につき、か

らだが活性化されます。また、からだが開放さ
れることで、気持ちもアクティブになり、周囲
の人間関係や物事への関心が高まっていくとい
うダンスの効果に着目しました。
　ダンスの効果についての講義、呼吸法の実習、
ダンスの動きを取り入れた運動実習のほか、韓
国茶の効用について学んだり、ダンス音楽を楽
しむ時間もあります。どうぞお気軽にご参加く
ださい。

　会館の研修・交流事業参加経験者が、地域で
実践したことを報告し合い学習する機会を設け
ます。各地の先進事例や地域における課題等を
共有し、女性関連施設等の関連機関や団体・グ

ループ等の連携・協働の促進に向けての意見交
換も行います。活動を全国的なネットワークに
つなげませんか。

対 象 者 会館の研修・交流事業参加経験者のうち地域でネットワー
クを構築している女性団体・グループのリーダー、男女共
同参画・行政担当者、女性関連施設関係者等　150名

会 場 国立女性教育会館

会 場 国立女性教育会館

参 加 費 7,000円

募集定員 テーマに関心のある男女50名（全日程参加者を優先）

共　 催 日本女子体育大学

問い合わせ先 事業課　TEL：0493-62-6725

問い合わせ先 事業課　TEL：0493-62-6724

平成24年３月９日（金）～11日（日）

平成24年３月16日（金）～17日（土）

▲昨年度の交流学習会議分科会

平成23年度事業予告・募集
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平成24年度事業計画

平成24年度　独立行政法人 国立女性教育会館 事業計画 （予定）
参加者を募集する事業名 対象・募集人員 時期等

（１） 家庭教育・次世代育成
指導者研修

家庭教育・次世代育成支援・子育て支援関係行
政職員、子育てネットワーク・子育てサポー
ター等のリーダー、・企業の次世代育成支援担当
者、女性関連施設職員、社会教育施設職員等

120名

平成24年
５月18日（金）～19日（土）

１泊２日

（２） 女性関連施設・地方公
共団体・団体リーダーのた
めの男女共同参画推進研修

女性関連施設の管理職、男女共同参画行政責任
者、女性団体リーダー等　　　　　　　　120名

平成24年
６月13日（水）～15日（金）

２泊３日

（３） 男女共同参画のための
研究と実践の交流推進フォー
ラム（NWECフォーラム）

女性団体等のリーダー、研究者、男女共同参画、
女性教育・家庭教育等の行政担当者、女性関連
施設職員、NPO、学生等　　　　　　　 1,000名

平成24年
８月24日（金）～26日（日）

２泊３日

（４） 女性関連施設相談員研
修

女性関連施設や民間が主催する相談所において
女性の悩みに関する相談業務に携わる者　120名

平成24年
10月17日（水）～19日（金）

２泊３日

（５） NWEC国際シンポジウム 男女共同参画・女性教育・家庭教育等の行政担
当者、・女性関連施設職員、女性団体等のリー
ダー・研究者、国際交流・開発援助に関わる者、
企業関係者等 　　　　　　　　　       100名程度

平成24年
10月27日（土）

（６） 男女共同参画交流特別
週間（らんざん交流ウィーク）

期間中、国立女性教育会館を利用する団体及び
個人　　　　　　　　　　　　　　　　　200名

平成24年
11月６日（火）～９日（金）

４日間

（７） 大学職員のための男女
共同参画推進研修

大学における意思決定組織に所属する教職員等
　　　　　　　　　　　　　　　　   　　   80名

平成24年
11月29日（木）～30日（金）

 １泊２日

（８） 男女共同参画の視点に
立った多様なキャリア形成
支援研修

女性関連施設・社会教育施設等の職員、団体・
グループ・NPO法人等のメンバー、大学等の
キャリア教育担当教職員等　　　　　          60名

平成25年
１月10日（木）～12日（土）

２泊３日

地方公共団体等との共同研修　　　　          30名 （未定）　　　　 １泊２日

（９） 女性情報アーキビスト
養成研修（入門）＋（実技コー
ス）

女性史関係者、女性関連施設職員、図書館職員、
女性史や女性アーカイブの研究者、実務担当者                                            

30名

（未定）
　 １泊２日又は２泊３日

（10） 交流学習会議 会館の研修・交流事業参加者のうち地域でネッ
トワークを構築している女性団体・グループの
リーダー、男女共同参画・女性行政担当者、女
性関連施設関係者等　　　　　　　            150名

平成25年
２月８日（金）～10日（日）

２泊３日

調　査　研　究　事　業　名

（11） 女性関連施設に関する調査研究
（12） 地域課題の解決と女性の経済的自立に関する調査研究及びプログラム開発
（13） 男性の家庭・地域への参画を促進するための調査研究及びプログラム開発
（14） 男女共同参画統計に関する調査研究
（15） 外国人女性の困難等への支援に関する調査研究
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平成23年10月21日（金）～23日（日）

平成23年10月20日（木）～29日（土）

男女共同参画のための研究と実践の交流推進フォーラム（NWECフォーラム）

アジア太平洋地域における男女共同参画推進官・リーダーセミナー
及びNWEC国際シンポジウム

　男女共同参画社会の形成をめざし、研究や実
践活動を行っている個人・団体等の相互交流と
ネットワークづくりを推進するために、平成23
年度「男女共同参画のための研究と実践の交流
推進フォーラム」を実施しました。
　初日と２日目には、「第３次男女共同参画基本
計画」に示された施策を参考に設定したテーマ
に基づき、57件のワークショップを実施しまし
た（全国からの応募50件、会館提供６件、文部
科学省提供１件）。また、当会館主催の「アジア
太平洋地域における男女共同参画推進官・リー
ダーセミナー」研修生による「災害とジェン
ダー」のポスターセッションも行いました。
　最終日のシンポジウム「災害・震災復興と地
域づくり―男女共同参画社会への展望」では、

　｢災害とジェンダー～地域の復興に果たす女
性の役割｣をテーマとして、９ヵ国11名の研修
生が参加し｢アジア太平洋地域における男女共
同参画推進官・リーダーセミナー｣を開催しま
した。
　研修生は､ 内閣府男女共同参画局や文部科学
省を訪問し､ 日本政府の男女平等施策について
の理解を深めるとともに､ 会館が主催する｢男
女共同参画のための研究と実践の交流推進
フォーラム（NWECフォーラム）｣の交流会にも
参加し、日本国内で男女共同参画を推進する
方々との交流を深めました。
　10月29日（土）には｢災害復興とジェンダー｣
をテーマとした、｢NWEC国際シンポジウム｣を
開催。二部形式で実施され、第一部では前千葉
県知事 堂本暁子氏及びAPWW（アジア･太平洋
女性監視機構）代表セパリ・コテゴダ氏より基
調講演を頂き、第一部と第二部との間には､ 各

萩原なつ子氏（立教大学教授）のコーディネート
のもと、シンポジストの吉村美栄子氏（山形県
知事）、中村順子氏（NPO法人コミュニティ・サ
ポートセンター神戸理事長）、鈴木素雄氏（河北
新報社論説委員長）より、行政、NPO、ジャー
ナリズムのそれぞれの立場から、鋭く、切実な
問題提起がなされました。フロアの参加者から
も活発に質問や意見が寄せられ、充実したシン
ポジウム
となりま
した。

国のジェンダー平等政策についてのポスター
セッションが行われました。
　第二部では、ジェンダー・アクション・プ
ラットホーム 大崎麻子氏をファシリテーターに
迎えパネルディスカッションを行い、タイの慈
善活動と市民社会センター代表 ジュリー・ヴィ
チトーヴァダカン氏、包括的災害管理プログラ
ム モニタリング・評価専門家 シャンタナ R. ハ
ルダー氏、参画プランニング・いわて理事長 平
賀圭子氏による防災・減災の事例及び報告がさ
れました。
　最後に、研
修生代表によ
る研修成果が
発表され｢国
際シンポジウ
ム｣は閉会し
ました。

平成23年度事業実施報告
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平成23年度事業実施報告

平成23年９月16日（金）～17日（土）

平成23年８月29日（月）～11月６日（日）

NWEC男女共同参画プログラム（第１回）
「健康寿命をのばしてハッピーエイジング―栄養編」

女性アーカイブセンター企画展示開催

　今年度第１回目のNWEC男女共同参画共同参
画プログラムは、女子栄養大学との連携によ
り、「健康寿命と栄養」をテーマに、参加者54名
で行いました。
　香川靖雄女子栄養大学副学長による「健康寿
命をのばすための栄養」についての講義では、
長寿にともなって増える認知症の予防に葉酸や
地中海型の食生活が有用なこと、どのような栄

養を摂取す
るのかとい
うことだけ
でなく、い
つそれを摂
取するのか
が大事だと
いう「時間

　本館１階女性アーカイブセンター展示室にお
いて「化学と歩む～チャレンジした女性たちから
チャレンジする女性たちへ～」を開催しました。
　2011年はマリー・キュリーがノーベル化学
賞を受賞してから100年目として、国連の定め
る"世界化学年"であったことから、マリー・
キュリーとその娘イレーヌのほか、ノーベル化
学賞の女性受賞者、日本における近代から現代
までの化学研究の歩みと、化学分野で教育や企
業での研究開発の中で活躍する女性たちを紹介
しました。
　本展示は、さまざまな分野においてチャレン
ジした女性たちのあゆみをたどるシリーズ企画
の４回目です。今回は、過去に活躍した女性の
みならず、現在活躍中の女性たちをも大きく取
り上げました。展示室内には、女性教育情報セ
ンターで所蔵する関連図書を紹介し、女性教育

栄養学」の考え方を学びました。
　蒲池桂子栄養クリニック教授による講義と
ワークショップでは、脳を活性化させるための
食生活について学んだほか、３月に大震災が
あったことを踏まえ、非常時の栄養補給の知恵
や工夫について学び、今後の食糧備蓄に役立つ
お話でした。
　鷲見義則女子栄養大学農園管理責任者から
は、なぜ野菜が健康によいのかについて、野菜
の栄養成分から学び、香川副学長のお話を植物
の側から理解することにつながりました。
　このような生活にすぐ役立つ講義のほかに、
女子栄養大学が経営する松柏軒の特製弁当を味
わったり、琴の現代音楽や和のアロマを楽しむ
講座もあり、参加者同士ゆったりと交流を楽し
みながらの１泊２日となりました。

情報センターで
はそれらの図書
を手に取って読
めるコーナーを
特設しました。
化学分野で活躍
する女性たちをより身近な存在として、幅広い
年代の方に興味を持っていただけたのではない
でしょうか。
　なお、期間中には本館２階の女性教育情報セ
ンター前ホールにおいて、名古屋大学と連携し
て、マリー・キュリーポスター展（フランス、
マリー・キュリー博物館作成）も開催しました。
これらの連動企画によって、展示として更なる
広がりと奥行きを持たせることができました。
　たくさんのご来場、誠にありがとうございま
した。

▲女子栄養大学副学長 香川靖雄氏による講義
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平成23年11月８日（火）～11日（金）

平成23年10月12日（水）～14日（金）

男女共同参画交流特別週間（らんざん交流ウィーク）

女性関連施設相談員研修

　平成23年度男女共同参画交流特別週間（らん
ざん交流ウィーク）は11月８日（火）～11日（金）
の４日間にわたって開催されました。本年度は
初めてNWECのプログラムに参加する方にもよ
り親しみやすい内容となるよう、文化・時事な
どの観点から企画が行われました。
　文化プログラムでは『まずは笑って！男女共
同参画』（講師：古今亭菊千代師匠　噺家）、「能

楽のススメin嵐山～能
の世界の女性達～人待
つ女　能『井筒』」（講師：
小島英明先生　観世流
能楽師）を実施し、日本
の古典芸能の世界や歴
史をはじめ、修業時代
や活動を通しての出会
いなど様々なお話しを
伺うことができました。
　時事プログラムでは
「野菜～安全においしく
食べる～」（講師：吉田

　女性関連施設の相談員を対象に、男女共同参
画・女性教育・家庭教育の喫緊の課題である配
偶者からの暴力、児童虐待、関連機関との連携
等の課題解決に必要な知識の習得・相談技能の
向上を内容とする研修を実施しました。
　この研修は、初心者から参加でき、女性相談
の基礎・基本のプログラムとともに、同時期に
内閣府と共催で行った「相談員ワークショップ」
も受講し、男女共同参画社会形成に向けて解決
すべき課題である配偶者からの暴力について、
理解を深めることができました。
　また、相談員自身のメンタルヘルスの重要性
にも注目し、配偶者からの暴力相談に当たって
の留意点や相談技法を学びつつ、相談員のメン

企世子先生　女子栄養大学名誉教授）、「被災地
における支援活動」（講師：田端八重子先生 もり
おか女性センターセンター長）を実施しました。
両先生の講義とも、参加された皆さんは熱心に
メモを取っていました。
　男女共同参画を学ぶための講座「統計から見
る男女共同参画」（講師：高橋客員研究員）、特別
講義「男女共同参画のあゆみ」（講師：神田客員研
究員）には地方自治体の研修、婦人学級のご参加
がありました。
　このほか、会館内の自然を生かした「万葉の植
物観察・万葉の植物と落葉広葉樹を使った作品
づくり」はNWECボランティア、「津軽三味線ミ
ニコンサート」はヌエック・ノットの会（NWEC
男女共同参画プログラム修了生による自主グ
ループ）と多くの方々にご協力いただきました。
10日（木）夜の交流会にはJICAの研修で来館して
いたタイからの研修生の皆さんと熊本県、北九
州市、地元嵐山町から参加の方々で賑やかな交
流の場となるなど、本年度も多くの方にご協力
いだき、盛会のうちに終了しました。

▲文化プログラム「能楽の
ススメin嵐山～能の世界
の女性達～人待つ女　能
『井筒』」（講師：小島英明
先生　観世流能楽師）

タルヘルスに関する知識を学習しました。参加
者は、宿泊研修の利点を活かし、情報交換や交
流を促進することができました。研修後のアン
ケートには、「相談員として、活用できることを
多く学びました」「国立女性教育会館ならではの
有意義な研修で、内容も濃かったです」「関係機
関との連携の大切
さを痛感しまし
た」「情報交換会で
は、日頃の悩みを
分かち合い、視野
も広がりました」
などの感想が寄せ
られました。

▲講義　 「配偶者からの暴力の実態
と支援に役立つ法知識」

　講師　番　敦子　氏
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平成23年度事業実施報告

平成23年10月４日（火）～５日（水）、12日（水）～13日（木）、11月１日（火）～２日（水）

配偶者からの暴力被害者支援のための官官・官民連携促進ワークショップ
（相談員ワークショップ）

　「男女共同参画基本計画（第三次）」では、第９
分野 女性に対するあらゆる暴力の根絶として、
相談しやすい体制等の整備があげられています。
　このワークショップは、内閣府から委託を受
け、配偶者暴力相談支援センターや男女共同参
画センター等で相談を行う中堅の職員を対象
に、配偶者からの暴力に関するさまざまな事象
への的確な対応や配慮事項についての専門的・
実践的な研修を全国３ブロックに分けて実施し
ました。
　10月４日（火）～５日（水）には福岡県男女共同
参画センターあすばる、10月12日（水）～13日
（木）には国立女性教育会館、11月１日（火）～２
日（水）には大阪府立男女共同参画・青少年セン
ター（ドーンセンター）で開催しました。
　受講者は、配偶者からの暴力被害の現状や、
多様な事例に基づいた相談の受け方など、相談
現場の一線で活躍する講師陣から、豊富な事例

を取り入れた実践的な内容の講義や事例検討を
通して学び、ワークショップでは活発に意見交
換を行いました。感想として、「参加者の様々
な意見が聞け、今後の参考になりました」「相談
員としての自分の客観的評価ができました」
「スーパービジョンでの講師の助言が、相談者
の背景を理解する上でとても参考になりまし
た」等の意見が寄せられました。

平成23年11月16日（水）～18日（金）

男女共同参画の視点に立った多様なキャリア形成支援研修

　２泊３日で「男女共同参画の視点に立った多
様なキャリア形成支援研修」を開催しました。
女性関連施設・社会教育施設職員、団体・NPO
のメンバー、大学等キャリア教育担当教職員
等、全国から75名が参加しました。
　この研修では、会館の調査研究や実践で明ら
かになりつつある「複合キャリア」の概念や、長

期的視野に
立ったキャ
リア形成支
援に必要な
方策や今後
の方向性に
ついて、講
義、関係省

庁による報告と討議、事例報告などにより専門
的・実践的に学びました。コース別ワーク
ショップでは、日頃の課題を持ち寄り、討議や
グループワークを通して、参加者それぞれが地
域・組織に持ち帰って実践できる事業（学習）計
画案を作成しました。全体会での各コース代表
の発表では、参加者は熱心に耳を傾けていま
した。
　終了後のアンケートからは「自分が今取り組
んでいる事業に直接活かせると感じることがで
きた。」「宿泊研修の良さか、参加者や講師の方
と意見交換ができ、考えが整理できた。」「事業
計画案づくりは苦労したが、良い経験となっ
た。」等の意見が寄せられました。

▲講義　 「配偶者からの暴力の相談の受け方－相談員の
メンタルヘルス－」

　講師　石井　朝子　氏
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平成23年９月１日（木）～３日（土）平成23年４月～７月

大学との連携事業

埼玉大学・青森中央学院大学 埼玉県私立短期大学協会との連携事業

　埼玉大学及び青森中央学院大学との連携授業
を実施しました。
　埼玉大学との連携授業は、テーマ教育プロ
グラム〈社会と出会う〉「男女共同参画社会を考
える」とし、全部で14回シリーズで実施しまし
た。学生は、男女共同参画に関する国内外動
向や情報収集の方法、女性と男性に関する統
計データの活用について学びました。第11～
12回（６／25）は、会館の女性教育情報セン
ターで授業を実施し、来館した学生たちは、所
蔵資料を実際に手にとったりしながら情報収
集を行いました。
　また、６月には青森中央学院大学との連携授
業として、公開講座「自分らしく生きる―仕事
も家庭も地域生活も―」を実施しました。この
講座は３回シリーズで、第１回はワーク・ライ
フ・バランスについて学び、第２回及び第３回
はワークショップでは「ワーク・ライフ・バラ
ンスが実現された社会に近づくためにはどうし
たらいいか？」について学生と市民の混合のグ
ループで課題解決を考え、個人、学校、企業、
社会のレベルにおける具体的な方策が提案され
ました。
　これらの授業の理解を深めるために、会館は
埼玉大学及び青森中央学院大学にそれぞれ、
テーマに関する専門的な図書をまとめて貸し出
す「NWEC図書パッケージ貸出サービス」を提供
しています。

　埼玉県私立短期大学協会との共催で２泊３日
の「女子学生のためのキャリア形成講座」を実施
しました。
　「男女共同参画社会における女性としての生
涯を通じたキャリア形成の考え方」について学
び、他大学の学生との交流や討議等を通じて、
人と人との関わり合いの基礎や多様性を認め合
う意識の涵養を目的として実施し、秋草学園短
期大学、埼玉純真短期大学、埼玉女子短期大学、
山村学園短期大学から25名の女子学生が参加し
ました。参加した学生は、講義を中心に、キャ
リアを積み重ねていくことの意義について学び
ました。特に短期大学の先輩が、様々なチャレ
ンジを繰り返しながらキャリアを重ねている話
に感銘を受けたようです。
　参加学生による最終日の発表では、「周りの
力を上手に借りれば家事・育児・介護などが
あっても仕事を続けていけるのだと思った」「生
き生きと活躍している先輩を見て、出産後も働
き続けたいと思った」「社会との関わりが大切だ
と思った」などの意見が出ました。
　この講座は各大学の該当科目（「キャリアデザ
イン」等）において２単位と認定されます。

▲NWEC女性教育情報センターでの実習（埼
玉大学連携授業）

▲中野研究国際室長のワークショップへのコ
メント（青森中央学院大学連携授業）

▲発表を行う学生（短期大学との連携授業）
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平成23年度事業実施報告

平成23年11月７日（月）～18日（金）

人身取引被害者支援に関する日・タイ合同ワークショップ

　「国別研修タイ：人身取引被害者支援に関す
る日・タイ合同ワークショップ」を開催し、タ
イから関係者14名の研修員が来日しました。
　タイでは､ 人身取引の被害者保護と自立支援
のための関係機関の連携協働を促進するプロ
ジェクトが日本の支援で進められており､ 国際
協力機構（JICA）の委託を受け、平成21年度から
継続して会館が実施しています。
　本研修は、タイの人身取引被害者保護対策に
携わる関係者が、両国の相互理解を深め、タイ
における他分野協働チーム（MDT）の連携機能・
活動強化に資する方策を検討することを目的と
しています。
　研修員は、人身取引対策行動計画に基づき、
内閣官房、内閣府男女共同参画局、外務省、警
察庁、法務省、厚生労働省、国際移住機関の取
組みについての講義、東京都、千葉県、埼玉県、

岐阜県、愛知県の公的・民間女性保護施設等や
県警、国際交流協会の見学や意見交換、在日タ
イ人を含むNGO関係者との意見交換を行いまし
た。会館では、人身取引に関する取組みや、女
性関連施設の役割、女性情報や相談員研修に関
する講義を受け、研修員は日本の関係機関の役
割や官民の役割、法制度の違いについて理解を
深めました。今後はタイで報告会を開催し、日
本での研修成果をタイのMDTやメコン地域に広
げ、活かしていくことになります。

平成23年12月８日（木）～９日（金）

大学職員のための男女共同参画推進研修

　１泊２日で「大学職員のための男女共同参画
推進研修」を開催しました。大学・研究機関・
高等専門学校等より意思決定組織に所属する教
職員88名が参加しました。
　はじめに、大学における男女共同参画を推進
するための講義、続いて、文部科学省科学技術・
学術政策局基盤政策課より女性研究者の現状と
女性研究者支援の主な施策についての説明を聞
きました。その後、参加者一人一人が抱えてい
る問題や意見を質問票に書き、コーディネー
ターが整理し、今日の政策課題、今知りたい国
の動向やポイントについて理解を深めました。
　その後の講義では、韓国・米国・ドイツの女
性研究者支援策の講義、女性が活躍する企業の
ベストプラクティス事例等を取り上げ、日本の
大学・組織における男女共同参画について深く
考えました。

　分科会では、『男女共同参画意識を学内に浸
透させるために』『大学におけるワーク・ライ
フ・バランス』『女性研究力・アップ』３つに分
かれ、実践報告、討議やグループワークを通
して、参加者それぞれが大学・組織に持ち帰っ
て生かせる実践的な意見交換ができました。
「普段知ることのできない企業内部の取組を学
べて有意義だった。」「他機関の事例を知ること
ができた。」「ネットワークを広げることができ
今後に役立
てたい。」等
の意見が寄
せられまし
た。

▲女性の活躍推進・WLB推進と大学の役割
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情報ネットワーク

「女性に対する暴力の根絶」（平成23年 10月～ 12月） 「男性にとっての男女共同参画」（平成24年１月～３月）

「女性情報レファレンス事例集」に新規８事例を掲載しました

資料展示コーナー＜１階エントランスホール＞

　女性に対する暴力は、犯罪となる行為をも含む重大な人権
侵害です。性犯罪は社会的な偏見が強く、まだまだ訴えをた
めらう人も多い犯罪ですが、近年、被害当事者が声を上げ始
めています。性犯罪被害者への支援について考える資料を展
示しました。

※展示のリストはホームページに掲載しています。http://www.nwec.jp/jp/center/page05.html

女性アーカイブ 女性アーカイブセンター所蔵展示 
平成23年11月８日（火）～

　11月８日（火）より、本館１階女性アーカイブセンター展示
室では、平塚らいてうらによる女性文芸誌『青鞜』の創刊（1911
年）から100年になることを記念して、女性アーカイブセンター
所蔵の「奥むめおコレクション」および「全国婦人新聞取材写真
コレクション」から、平塚らいてうに関する資料を展示中です。
　また、婦人発明家協会の設立者である九

ここのえ

重年
と し こ

支子（1904-
2002）氏が創設した手織りの一種・九重織の作品や資料も紹
介しています。 

　なお、企画展示同様、本
館２階の女性教育情報セン
ターにおいて、平塚らいて
うの関連図書を展示紹介し
ていますので、こちらも是
非あわせてご覧ください。
　皆様のお越しを心よりお
待ちしております。

　女性関連施設でよくある情報相談（レファレンス）を、Q&Aの
形式でまとめた事例集です。男女共同参画に関わる様々な情
報をお探しの方、また情報提供に携わるスタッフに役立つ事
例を、全国のサポートメンバーと連携して、提供しています。
　このたび８事例を新たに追加しました。女性情報ポータル
"Winet" http://winet.nwec.jp/ トピックス、あるいは「男女共
同参画知恵袋」から、ぜひご覧ください。

（追加事例の内容）
「ハーグ条約とは？」「ジェン
ダー予算とは？」「地域の防災
計画に男女共同参画の視点を」
「諸外国の夫婦別姓の状況」「日
本の女医の歴史」「漁業に従事
する女性」 など

　第３次男女共同参画基本計画に新たな重点分野「男性、子ど
もにとっての男女共同参画」が設定されました。女性にも男性
にも生きやすい社会の形成を目指し、働き方の見直しなど、
男性が育児・介護、地域活動等に参画できる環境整備を推進
することを施策の基本的方向としています。男性にとっての
男女共同参画を考える資料を展示します。

平成23年12月１日（木）～２日（金）

女性情報アーキビスト養成研修（入門）

　本研修は、女性アーカイブ（女性に関わる原資
料）の保存技術や整理方法について具体的かつ基
礎的な知識を習得するための実務者向け研修と
して開催したものです。
　今回のプログラムは、３月11日（金）に発生し
た東日本大震災を受けて『災害経験を通して災害
に備える』をテーマとし、資料の保存・管理につ
いて、防災・減災の視点に重点を置きました。
　講義は実際に被災地で活動している講師陣か
ら、現地の状況や被災した資料の写真や動画が
紹介された後、被災資料への実践的な対応、今
後にむけての事前対策など講義がありました。
参加者は現地での活動の様子を知るとともに、
各講義とも非常に高い関心を持って受講しまし

た。また、「アーカイブと著作権」「女性アーカイ
ブ概論」の講義では、実務に役立つ理論や内容を
わかりやすく学ぶことができたと好評でした。
　なお、１日目の講義終了後に行われた情報交換
会では、アーカイブ資料の媒体変換による活用事
例として、女性としごとの未来研究会による幻灯
の上映後、講師の方々、参加者相互で積極的な交
流がありました。参加者の皆様には、学んだこと
はもちろんですが、
交流によって生ま
れた人と人とのつ
ながりも今後の業
務に活かしていた
だければ幸いです。



－ 12 －

お知らせ
利用案内

東日本大震災における国立女性教育会館の対応について

料金改定について
　平成24年３月ご利用分より、目的利用①の宿泊研修施設の
利用料金を一律200円値上げし、2,200円～2,600円に改定し
ます。なお、目的利用②・一般利用の宿泊研修施設及び研修
施設の使用料金は変更ありません。お申込みの際は、必ず施
設利用料金をご確認くださいますようお願いします。
　また、目的利用の区分については、申込書・概要等により
会館にて審査をさせていただきます。
　詳細については、予約係までお問い合わせください。
　
　国立女性教育会館　予約係
　　申込専用電話：0493-62-6723
　　ファックス：0493-62-4399
　　ホームページ：http://www.nwec.jp/
 　　E - m a i l：yoyaku@nwec.jp（予約専用）

平成24年3月ご利用分からの料金改定

宿泊施設（１人当たり） 目的利用①使用料金

洋室：シングル（バス・トイレ付） 2,600円

洋室：ツイン（バス・トイレ付） 2,400円

洋室：ツイン（トイレ付） 2,200円

和室：２人用（バス・トイレ付） 2,400円

和室：４～５人用（トイレ付） 2,200円

　東日本大震災の被災者を支援するため、被災者の無
料受入（８月末まで実施）や義援物資対応を行いました。
　会館は、地震による施設・設備及び人的被害がな
かったため、地震発生直後から震災の被災者・避難者
の受入れを開始し、主催事業参加者、近隣の帰宅が困
難な中学・高校生や教員96名の臨時宿泊を受け入れま
した。被災者の宿泊は、12月22日までの約９か月間で
115名、延べ宿泊者数は2,418名にのぼりました。
　また、被災者を対象に、ボランティアや職員による

団体や個人の方々から寄附金をいただきました。
（敬称略・順不同）

個人　　鈴木優子

　新年明けましておめでとうございます。本年も職員一

同よろしくお願いいたします。

　ホームページのリニューアルに取組んでおります。ヌ

エックニュースだけでなく、ホームページもぜひご覧い

ただき、ご意見をお寄せください。

　ヌエックではより充実した業務遂行の経費に充てるため、寄附金を含む外
部資金を受け入れております。今後とも事業の充実、運営の改善及びサービ
スの向上に努めてまいります。皆様方の温かいご篤志を賜りますよう、よろ
しくお願いいたします。

○寄附金に対する問合せは総務課へ
　一定の金額までの寄附金については、法人及び個人の場合ともに税法の規
定により所得から控除されます。

寄附金等受け入れの報告

編 集 後 記

寄附金のお願い
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休館日（平成24年２月～平成25年３月）

平
成
24
年

２月 ６日（月）、20日（月）～24日（金）
３月 ５日（月）
４月 －
５月 ７日（月）、21日（月）
６月 18日（月）
７月 ２日（月）
８月 －
９月 24日（月）
10月 １日（月）、15日（月）
11月 ５日（月）、19日（月）
12月 ３日（月）、17日（月）

年末年始 12月27日（木）～平成25年１月４日（金）
平
成
25
年

１月 ７日（月）、20日（日）～25日（金）
２月 ４日（月）、17日（日）～22日（金）
３月 ４日（月）

 ＊ 臨時に休館させて頂くことがありますので、会館ホームページ
等でご確認ください。

節電のお願い
　平成23年３月に発生しました東日本大震災の影響により、
会館内の照明・空調等を一部制限しております。利用者の皆
様にはご不便をおかけいたしますが、引き続きご理解・ご協
力のほど、よろしくお願いします。

昼食の無料提供や日用品購入の手伝い、近隣の観光案
内、子どもへの絵本の読み聞かせ、折紙体験等各種支
援を実施したほか、埼玉県内の避難所に対するマット
レス50枚の提供、近隣施
設及び嵐山町住民と連携
した義援物資の受入被災
者への配布等を通じ、被
災者への継続的な支援に
取り組みました。 ▲食事をする被災者の方々


